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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気生理学マップを生成するシステムの作動方法であって、
　解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域内の複数のポイントに関する位置情報を備え
る形状情報を取得するステップと、
　前記解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域の複数の電気生理学的特徴を備える電気
生理学情報を取得するステップと、
　前記形状情報と前記電気生理学情報を複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイント
として結び付けるステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第１の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第１
の電気生理学的特徴に対する第１のフィルタリング基準と、前記第１の電気生理学的特徴
に対する第１の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第１のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第１のサブ
セットを出力するために、前記第１のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
トに適用するステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第２の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第２
の電気生理学的特徴に対する第２のフィルタリング基準と、前記第２の電気生理学的特徴
に対する第２の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第２のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第２のサブ
セットを出力するために、前記第２のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
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トに適用するステップと、
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１のサブセット及び前記第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステ
ップであって、前記複数のＥＰデータポイントの前記第１及び前記第２のサブセットが重
なる領域では、前記複数のＥＰデータポイントの前記第１及び前記第２のサブセットのう
ち、優先度の低い方のサブセットの前記グラフィック表示を表示せずに、優先度の高い方
のサブセットの前記グラフィック表示を表示する、ステップと、
　を備える作動方法。
【請求項２】
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記第１の優先度が前記第２の優先度より高い場合に、前記重なる領域では、前記複数
のＥＰデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を表示せずに、前
記複数のＥＰデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を表示する
ステップと、
　前記第２の優先度が前記第１の優先度より高い場合に、前記重なる領域では、前記複数
のＥＰデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を表示せずに、前
記複数のＥＰデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を表示する
ステップと、を備える、請求項１に記載の作動方法。
【請求項３】
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記複数のデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を、カラー
スケールを用いて表示するステップと、
　前記複数のデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を、モノク
ロスケールを用いて表示するステップと、を備える、請求項１又は２に記載の作動方法。
【請求項４】
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記複数のデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を、カラー
スケールとモノクロスケールとのうちの１つを用いて表示するステップと、
　前記複数のデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を、図像を
用いて表示するステップと、を備える、請求項１又は２に記載の作動方法。
【請求項５】
　前記複数の電気生理学的特徴から第３の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第３
の電気生理学的特徴に対する第３のフィルタリング基準と、前記第３の電気生理学的特徴
に対する第３の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第３のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第３のサブ
セットを出力するために、前記第３のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
トに適用するステップと、
　前記第３の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前記第３のサブセットの
３次元グラフィック表示を出力するステップと、をさらに備える、請求項１から４のいず
れか一項に記載の作動方法。
【請求項６】
　前記複数のＥＰデータポイントの前記第１のサブセット、前記第２のサブセット及び前
記第３のサブセットの前記グラフィック表示のうちの１つは、カラースケールで出力され
、前記第１のサブセット、前記第２のサブセット及び前記第３のサブセットの前記グラフ
ィック表示のうちの２つは、モノクロスケールで出力される、請求項５に記載の作動方法
。
【請求項７】
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　前記第１の電気生理学的特徴は周期長の平均を備え、前記第２の電気生理学的特徴は周
期長の標準偏差を備える、請求項１から６のいずれか一項に記載の作動方法。
【請求項８】
　前記第１のフィルタリング基準は、１１０ｍｓ～２９０ｍｓの通過帯域を有する帯域通
過フィルタを備え、前記第２のフィルタリング基準は、１ｍｓ～３０ｍｓの通過帯域を有
する帯域通過フィルタを備える、請求項７に記載の作動方法。
【請求項９】
　前記第１の電気生理学的特徴及び前記第１のフィルタリング基準はそれぞれ、分別指標
及び高域フィルタと、最大振幅電圧及び低域フィルタと、電位図の鮮鋭度及び高域フィル
タと、伝導速度の一致指数及び高域フィルタと、伝導速度及び低域フィルタとのうちの１
つを備える、請求項１から６のいずれか一項に記載の作動方法。
【請求項１０】
　前記第２の電気生理学的特徴及び前記第２のフィルタリング基準はそれぞれ、分別指標
及び高域フィルタと、最大振幅電圧及び低域フィルタと、電位図の鮮鋭度及び高域フィル
タと、伝導速度の一致指数及び高域フィルタと、伝導速度及び低域フィルタとのうちの１
つを備え、前記第２の電気生理学的特徴及び前記第２のフィルタリング基準は、前記第１
の電気生理学的特徴及び前記第１のフィルタリング基準とはそれぞれ相違する、請求項９
に記載の作動方法。
【請求項１１】
　電気生理学マップを生成するシステムであって、
　解剖学的領域に関連する形状情報及び電気生理学情報を入力として受け付けると共に、
前記形状情報と前記電気生理学情報を複数の電気生理学的データポイントとして結び付け
るように構成される電気生理学データポイントのプロセッサと、
　ユーザのｎ個の電気生理学的特徴の選択を入力として受け付けるように構成されるフィ
ルタリングプロセッサであって、ｎ個の選択された電気生理学的特徴のそれぞれは、結び
付けられたフィルタリング基準と結び付けられた優先度とを備えており、前記フィルタリ
ング基準を前記ｎ個の選択された電気生理学的特徴のそれぞれに適用するように構成され
るフィルタリングプロセッサと、
　それぞれの優先度に応じて、フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴
の３次元表示を出力するように構成されるマッピングプロセッサと、
　を備え、
　前記３次元表示は、前記フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴の各
々の３次元グラフィック表示を含み、
　前記フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴のなかで最も優先度の高
い電気生理学的特徴が、前記フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴の
なかで優先度がより低い電気生理学的特徴と重なる領域では、当該優先度がより低い電気
生理学的特徴の前記グラフィック表示を表示せずに、前記最も優先度の高い電気生理学的
特徴の前記グラフィック表示を表示する、システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１４年１０月１５日に出願された米国仮出願第６２／０６３，９８９号
の利益を主張し、その内容が本明細書に完全に説明されているものとして、参照により本
明細書に組み込む。
【０００２】
　本開示は、解剖学的マッピングに関する。特に、本開示は、心臓の診断及び治療処置に
有用であり得る電気生理学的マップを作成するためのシステム、装置及び方法に関する。
【０００３】
　不整脈維持メカニズムの２つの中心となる仮説は、単一の病原と、旋回運動のリエント
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リーである。しかしながら、心房細動を維持するメカニズム及び基質は、患者によって変
わり得る。したがって、複数の心不整脈のメカニズム及び基質の識別、分類及び特性評価
を促進する装置、システム及び方法が必要となる。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書の開示は、解剖学的領域に関連し、かつ解剖学的領域内の複数のポイントに関
する位置情報を含む形状情報を取得するステップと、解剖学的領域に関連し、かつ解剖学
的領域の複数の電気生理学的特徴を含む電気生理学情報を取得するステップと、形状情報
と電気生理学情報を複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイントとして結び付けるス
テップと、複数の電気生理学的特徴から第１の電気生理学的特徴を選択し、第１の電気生
理学的特徴に対する第１のフィルタリング基準を選択するユーザ入力を受け付けるステッ
プと、複数の電気生理学的特徴から第２の電気生理学的特徴を選択し、第２の電気生理学
的特徴に対する第２のフィルタリング基準を選択するユーザ入力を受け付けるステップと
、第１のフィルタリング基準と第２のフィルタリング基準とを複数のＥＰデータポイント
に適用するステップと、第１のフィルタリング基準と第２のフィルタリング基準との両方
を満足する複数のＥＰデータポイントのサブセットを出力するステップと、を含む、電気
生理学マップを生成する方法である。例えば、第１の電気生理学的特徴は周期長の平均で
あってもよく、第２の電気生理学的特徴は周期長の標準偏差であってもよい。同様に、第
１のフィルタリング基準は、１１０ｍｓ～２９０ｍｓ（例えば、約１５０ｍｓ～約２５０
ｍｓの間）の通過帯域を備える帯域通過フィルタであってもよく、第２のフィルタリング
基準は、１ｍｓ～３０ｍｓの通過帯域を備える帯域通過フィルタであってもよい。
【０００５】
　他の実施態様では、第１及び第２の電気生理学的特徴と、それぞれに対するフィルタリ
ング基準は、以下の電気生理学的特徴とフィルタリング基準のペア、すなわち、分別指標
と高域フィルタ、最大振幅電圧と低域フィルタ、電位図の鮮鋭度と高域フィルタ、伝導速
度の一致指数と高域フィルタ、及び伝導速度と低域フィルタ、から選択されてもよい。
【０００６】
　複数のＥＰデータポイントのサブセットの３次元グラフィック表示を出力してもよいこ
ともまた考慮される。例えば、ユーザは、複数のＥＰデータポイントのサブセットのグラ
フィック表示が、第１の電気生理学的特徴及び第２の電気生理学的特徴の優先順位付けに
応じて表示される（例えば、グラフィック表示上に付与されたどのポイントにおいても、
優先度の高い電気生理学的特徴が、優先度の低い電気生理学的特徴よりも優先的に描かれ
る）ように、第１の電気生理学的特徴及び第２の電気生理学的特徴を優先順位付けする入
力を供給してもよい。
【０００７】
　本明細書の開示は、解剖学的領域に関連し、かつ解剖学的領域内の複数のポイントに関
する位置情報を含む形状情報を取得するステップと、解剖学的領域に関連し、かつ解剖学
的領域の複数の電気生理学的特徴を含む電気生理学情報を取得するステップと、形状情報
と電気生理学情報を複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイントとして結び付けるス
テップと、複数の電気生理学的特徴から第１の電気生理学的特徴を選択し、第１の電気生
理学的特徴に対する第１のフィルタリング基準と、第１の電気生理学的特徴に対する第１
の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、第１のフィルタリング基準を
満足する複数のＥＰデータポイントの第１のサブセットを出力するために、第１のフィル
タリング基準を複数のＥＰデータポイントに適用するステップと、複数の電気生理学的特
徴から第２の電気生理学的特徴を選択し、第２の電気生理学的特徴に対する第２のフィル
タリング基準と、第２の電気生理学的特徴に対する第２の優先度とを選択するユーザ入力
を受け付けるステップと、第２のフィルタリング基準を満足する複数のＥＰデータポイン
トの第２のサブセットを出力するために、第２のフィルタリング基準を複数のＥＰデータ
ポイントに適用するステップと、第１の優先度及び第２の優先度に応じて、複数のＥＰデ
ータポイントの第１のサブセット及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力
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するステップと、を含む、電気生理学マップを生成する方法である。例えば、第１の優先
度及び第２の優先度に応じて、複数のＥＰデータポイントの第１及び第２のサブセットの
３次元グラフィック表示を出力するステップは、第１の優先度が第２の優先度より高い場
合に、複数のＥＰデータポイントの第１のサブセットのグラフィック表示を、複数のＥＰ
データポイントの第２のサブセットのグラフィック表示よりも優先的に表示するステップ
と、第２の優先度が第１の優先度より高い場合に、複数のＥＰデータポイントの第２のサ
ブセットのグラフィック表示を、複数のＥＰデータポイントの第１のサブセットのグラフ
ィック表示よりも優先的に表示するステップと、を含んでいてもよい。複数のＥＰデータ
ポイントの第１及び第２のサブセットのグラフィック表示を、カラースケール、モノクロ
スケール及び図像の種々の組み合わせを用いて表示してもよい。
【０００８】
　本教示が、複数のデータポイントの２つのサブセットに限定されるものではなく、あら
ゆる数の電気生理学的特徴及び／又はフィルタまで拡張されてもよいこともまた理解され
るべきである。したがって、例えば、本開示のある態様によれば、方法は、複数の電気生
理学的特徴から第３の電気生理学的特徴を選択し、第３の電気生理学的特徴に対する第３
のフィルタリング基準と、第３の電気生理学的特徴に対する第３の優先度とを選択するユ
ーザ入力を受け付けるステップと、第３のフィルタリング基準を満足する複数のＥＰデー
タポイントの第３のサブセットを出力するために、第３のフィルタリング基準を複数のＥ
Ｐデータポイントに適用するステップと、第３の優先度に応じて、複数のＥＰデータポイ
ントの第３のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップと、をさらに含ん
でいてもよい。複数のＥＰデータポイントの第１及び第２のサブセットのように、複数の
ＥＰデータポイントの第３のサブセットを、カラースケール、モノクロスケール及び図像
の種々の組み合わせを用いて同様に出力してもよい（例えば、複数のＥＰデータポイント
の第１、第２及び第３サブセットのグラフィック表示のうちの１つをカラースケールで出
力する一方、第１、第２及び第３サブセットのグラフィック表示のうちの他の２つをモノ
クロスケールで出力してもよい）。
【０００９】
　本明細書に開示されるさらに他の態様によれば、電気生理学マップを生成するシステム
は、解剖学的領域に関連する形状情報及び電気生理学情報を入力として受け付けると共に
、形状情報と電気生理学情報を複数の電気生理学的データポイントとして結び付けるよう
に構成される電気生理学データポイントプロセッサと、ユーザのｎ個の電気生理学的特徴
の選択を入力として受け付けるように構成されるフィルタリングプロセッサであって、選
択されたｎ個の電気生理学的特徴のそれぞれは、結び付けられたフィルタリング基準と結
び付けられた優先度とを備えており、フィルタリング基準を選択されたｎ個の電気生理学
的特徴のそれぞれに適用するように構成されるフィルタリングプロセッサと、優先度に応
じて、フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴の３次元表示を出力する
ように構成されるマッピングプロセッサと、を含む。
【００１０】
　本教示の上述および他の態様、特徴、詳細、有用性、ならびに利点は、以下の説明およ
び特許請求の範囲を読むことによって、また添付図面を検討することによって明白となる
であろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　図１は、電気生理学的研究で使用され得るような、電気生理学的システムの概略図であ
る。
【００１２】
　図２は、電気生理学的研究で使用される例示の多電極カテーテルを図示している。
【００１３】
　図３は、電気生理学マップを作成するために実行されることができる代表的なステップ
のフローチャート図である。
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【００１４】
　図４ａ～図４ｄは、本明細書が開示するＥＰデータポイントのフィルタリング技術の、
周期長の平均マップ及び周期長の標準偏差マップへの適用を示す。
【００１５】
　図５ａ～図５ｃは、周期長の平均及び周期長の標準偏差を参照して、本明細書が開示す
るＥＰデータポイントのフィルタリングと電気生理学マップの組み合わせ技術の適用を示
す。
【００１６】
　図６ａ及び図６ｂは、本明細書が開示するＥＰデータポイントのフィルタリング技術の
、分別指数マップへの適用を示す。
【００１７】
　図７ａ及び図７ｂは、本明細書が開示するＥＰデータポイントのフィルタリング技術の
、伝導速度マップへの適用を示す。
【００１８】
　図８ａ及び図８ｂは、本明細書が開示するＥＰデータポイントのフィルタリングと電気
生理学マップの組み合わせ技術の、局所伝導速度の大きさ、方向及び一致マップへの適用
を示す。
【００１９】
　図９ａ及び図９ｂは、本明細書が開示する表示優先技術の、周期長の平均、周期長の標
準偏差及び最大振幅電圧のマップへの適用を示す。
【００２０】
　図１０は、本明細書が開示する表示優先技術を示す別の電気生理学マップである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本開示は、解剖学的マップを作成するために用いるデータの収集及び記憶と、そのよう
に収集及び記憶されたデータからの解剖学的マップの表示に関しており、解剖学的マップ
の記憶及び表示のための方法、装置及びシステムを提供する。本明細書では、「解剖学的
マップ」という用語は、解剖学的領域の形状モデルと解剖学的領域の生体情報の両方を含
む解剖学的領域のグラフィック表示のことを言う。例えば、生体情報を、形状モデルに重
ね合わせてもよい。本明細書では、「重ね合わされる（ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅｄ）」と
いう用語は、生体情報が形状モデル上に表示されることを意味し、ある実施形態において
は、形状モデルに組み込まれてもよい。他の実施形態では、生体情報は、形状モデル自体
の一部ではなく、むしろ形状モデルの上に上張りとして「浮かぶ（ｈｏｖｅｒ）」。
【００２２】
　後述のシステム８を用いて作成できるような電気生理学マップは、解剖学的マップの一
種である。説明のため、本明細書では、心臓電気生理学マップの作成を含む心臓電気生理
学的処置との関連で、いくつかの例示的な実施態様が詳細に開示される。しかしながら、
本明細書で開示される方法、装置及びシステムが他の状況において利用されてもよいこと
が考慮される。
【００２３】
　電気生理学マップは、一般的に、複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイントから
作成され、各データポイントは、電気生理学的データ（例えば、心内膜及び／又は心外膜
の電位図（「ＥＧＭｓ」）と、位置データ（例えば、電気生理学データを収集する装置（
例えば、カテーテル及び／又はカテーテルに取り付けられた電極）の位置に関する情報）
の両者を含み、それにより、電気生理学情報が空間内の特定の位置と関連づけられる（す
なわち、電気生理学情報が患者の心臓上の一点における電気的活動を示すと解釈される）
。通常のスキルを持つ技術者が、（例えば、接触電気生理学マッピング及び非接触電気生
理学マッピングの両方を含む）ＥＰデータポイントの取得及び処理のための様々なモダリ
ティ、並びに複数のＥＰデータポイントからグラフィック表示を生成するために使用され
得る様々な技術に精通している限りにおいて、これらの態様は、本開示を理解するために
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必要な範囲で本明細書に記載されるであろう。
【００２４】
　図１は、心臓カテーテルを操作し、患者１１の心臓１０で生じる電気的活動を測定し、
かつ、その電気的活動、および／又はそのように測定された電気的活動に関連する情報、
又はそのように測定された電気的活動の代表的なものを三次元的にマッピングすることに
よって、心臓の電気生理学的研究を実施するための電気生理学的システム８の概略図を示
す。システム８は、例えば、１つ以上の電極を使用して、患者の心臓１０の解剖モデルを
作成するために使用されてもよい。また、システム８は、例えば、患者の心臓１０の診断
データマップを作成するために、心臓表面に沿った複数の点において、種々の形態学的特
徴を含む電気生理学的データを測定し、測定された電気生理学的データを測定されたそれ
ぞれの測定点の位置情報と関連付けて保存するためにも使用されてもよい。
【００２５】
　当業者なら理解するように、かつ、さらに以下に説明するように、システム８は、一般
的には３次元空間内で、物体の位置、ある様態では物体の配向を決定し、少なくとも１つ
の基準に対して決定される位置情報として、それらの位置を表わす。
【００２６】
　図面の簡易化のために、患者１１は楕円形として模式的に示される。図１に示される実
施例では、表面電極（例えば、パッチ電極）の３つの組が、患者１１の表面に適用されて
いる様子が示されており、本明細書ではｘ軸、ｙ軸およびｚ軸と称される概して直交する
３つの軸を画定している。他の実施形態では、例えば、特定の身体の表面上に複数の電極
を配するなど、電極が他の配置で位置されてもよい。さらなる代替としては、電極は、身
体の表面上にある必要はなく、身体内部または外枠上に位置してもよい。
【００２７】
　図１では、ｘ軸表面電極１２，１４は、患者の胸部領域の側面上のように、第１の軸に
沿って患者に適用され（例えば、各腕の下の患者の皮膚に適用され）、左電極および右電
極として呼ばれてもよい。ｙ軸電極１８，１９は、患者の内腿および頸部領域に沿うよう
な、概してｘ軸に直交する第２の軸に沿って患者に適用され、左脚電極および頸部電極と
して呼ばれてもよい。ｚ軸電極１６，２２は、胸部領域において患者の胸骨と脊椎に沿う
ような、概してｘ軸およびｙ軸の両方と直交する第３の軸に沿って適用され、胸電極およ
び背中電極として呼ばれてもよい。心臓１０は、表面電極１２／１４，１８／１９および
１６／２２のこれらの組の間に位置している。
【００２８】
　付加的な表面基準電極（例えば、「腹部パッチ」）２１は、システム８に対して基準お
よび／又は接地電極を提供する。腹部パッチ電極２１は、詳細を後述する固定心臓内電極
３１の代替となってもよい。加えて、患者１１は、ほとんどの、又は全ての従来の心電図
（ＥＣＧ又はＥＫＧ）システムリードを所定の位置に有していてもよいことも理解された
い。特定の実施形態では、例えば、１２個のＥＣＧリードの標準セットが、患者の心臓１
０上で心電図を感知するのに利用されてよい。このＥＣＧ情報は、システム８で利用可能
である（例えば、コンピュータシステム２０への入力として提供され得る）。ＥＣＧリー
ドがよく理解される限りにおいては、図面の明確性のために、１個のリード６と、それと
コンピュータシステム２０との接続のみが、図１に図示される。
【００２９】
　少なくとも１つの電極１７（例えば、遠位端電極）を有する代表的なカテーテル１３も
また、図１において模式的に示される。この代表的なカテーテル電極１７は、「測定電極
」または「移動電極」として呼ぶことができる。一般的に、カテーテル１３上の複数の電
極、又は複数のそのようなカテーテル上の複数の電極が、使用される。一実施形態では、
例えば、システム８は、患者の心臓内、および／又は、血管系内に配置される１２本のカ
テーテル上の６４個の電極を利用してもよい。
【００３０】
　他の実施形態では、システム８は、複数の（例えば、８個の）スプラインを含み、それ
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ぞれのスプラインが複数の（例えば、８個の）電極を含む１本のカテーテルを利用しても
よい。もちろん、これらの実施形態は、単なる例示であり、任意の数の電極およびカテー
テルが、使用されてよい。実際に、いくつかの実施形態では、Ｓｔ．Ｊｕｄｅ　Ｍｅｄｉ
ｃａｉ，Ｉｎｃ．のＥｎＳｉｔｅ（登録商標）Ａｒｒａｙ（登録商標）非接触型マッピン
グカテーテルのような、高密度マッピングカテーテルが利用されてもよい。
【００３１】
　同様に、カテーテル１３（又は複数のそのようなカテーテル）は、典型的には、１つま
たは複数の導入器を介して、よく知られた手法を使用して、患者の心臓内および／又は、
血管系内に導入されることが理解されるべきである。この開示のために、例示的な多電極
カテーテル１３の一部が、図２に示されている。図２において、カテーテル１３は、経中
隔シース３５を通って患者の心臓１０の左心室５０内に延在する。左心室への経中隔アプ
ローチの使用は周知であり、当業者によく知られており、本明細書でさらに説明する必要
はないだろう。もちろん、カテーテル１３もまた、任意の他の適切な方法で、心臓１０内
に導入されてもよい。
【００３２】
　カテーテル１３は、図示されている実施形態において、その遠位先端に電極１７を含む
ことに加えて、その長さに沿って離間された複数の付加的な測定電極５２，５４，５６を
含む。典型的には、隣接する電極間の間隔は知られているであろうが、電極が、カテーテ
ル１３に沿って均等に離間されなくてもよい、又は互いに等しい大きさでなくてもよいこ
とを理解されたい。これらの電極１７，５２，５４，５６のそれぞれが、患者内に存在す
るので、位置データは、システム８によって、電極のそれぞれに対して同時に収集され得
る。同様に、電極１７、５２、５４及び５６のそれぞれを、心臓表面から電気生理学デー
タを収集するために使用することができる。
【００３３】
　ここで図１に戻ると、いくつかの実施形態では、（例えば、心臓１０の壁に取付けられ
た）固定基準電極３１が、第２のカテーテル２９上に示されている。較正を目的として、
この電極３１は、固定されていてよく（例えば、心臓の壁、またはその近くに取付けられ
る）、又は、移動電極（例えば、電極１７，５２，５４，５６）と一定の空間的関係に配
置されてもよいため、「操作基準」又は「局所基準」と呼ぶことができる。固定基準電極
３１は、上記の表面基準電極２１に加えて、又は、表面基準電極２１の代替として使用さ
れ得る。多くの場合、心臓１０の冠状脈洞電極、又は、他の固定電極は、電圧および変位
を測定するための基準として使用されてもよく、即ち、以下で説明するように、固定基準
電極３１は、座標系の原点として定義され得る。
【００３４】
　各表面電極は多重スイッチ２４に結合され、表面電極の対は、表面電極を信号生成器２
５に結合するコンピュータ２０で実行されているソフトウェアによって選択される。代替
的には、スイッチ２４は省略することができ、各測定軸（即ち、各電極対）に対して１つ
ずつ、複数の（例えば、３つの）信号生成器２５のインスタンスが設けられてよい。
【００３５】
　コンピュータ２０は、例えば、従来の汎用コンピュータ、特殊用途のコンピュータ、分
散型コンピュータ、または任意の他のタイプのコンピュータを備えていてもよい。コンピ
ュータ２０は、本開示の様々な態様を実施するために命令を実行し得る、単一の中央処理
装置（ＣＰＵ）、又は一般に並列処理環境と呼ばれる複数の処理ユニットのような１つ以
上のプロセッサ２８を備えていてもよい。
【００３６】
　一般的に、３つの名目上の直交電界は、生物学的な導体内でのカテーテルの操作を実現
するために、一連の駆動および感知電気双極子（例えば、表面電極対１２／１４、１８／
１９、１６／２２）によって生成される。代替的には、これらの直交電界は分解されても
よく、任意の表面電極の対は、有効な電極三角測量を提供するために双極子として駆動さ
れてもよい。同様に、電極１２、１４、１８、１９、１６、２２（又は、任意の他の数の
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電極）は、心臓内の電極に電流を駆動するため、又は心臓内の電極からの電流を感知する
ために、任意の有効な配置で位置づけられてもよい。例えば、複数の電極が、患者１１の
背中、側面、および／又は、腹部に配置されてもよい。任意の望ましい軸に対して、駆動
（ソース－シンク）構成の所定のセットから得られる移動電極にまたがって測定される電
位は、直交軸に沿って単に均一な電流を駆動することで得られるのと同じ有効な電位を算
出するために、代数的に組み合され得る。
【００３７】
　それゆえ、表面電極１２、１４、１６、１８、１９、２２のうち任意の２つは、腹部パ
ッチ２１のような接地基準に関して、双極子ソースおよびドレインとして選択され得、非
励起電極は、接地基準に関する電圧を測定する。心臓１０内に配置される移動電極１７、
５２、５４、５６は、電流パルスからの電界に曝され、腹部パッチ２１のような接地に関
して測定される。実際には、心臓１０内のカテーテルは、図示した４つよりも多くの電極
、又は少ない電極を含んでもよく、各電極の電位が測定されてもよい。先に述べたように
、少なくとも１つの電極は、固定基準電極３１を形成するために心臓の内部表面に固定さ
れ得る。固定基準電極３１もまた、腹部パッチ２１のような接地に関して測定され、位置
特定システム８が位置を測定する座標系の原点として定義され得る。表面電極、内部電極
、および仮想電極のそれぞれからのデータセットは、心臓１０内の移動電極１７、５２、
５４、５６の位置を決定するために全て使用され得る。
【００３８】
　測定された電圧は、基準電極３１のような基準位置に対して、移動電極１７、５２、５
４、５６のような心臓内部の電極の三次元空間における位置を決定するために、システム
８に使用され得る。すなわち、基準電極３１で測定される電圧は、座標系の原点を定義す
るために使用され得、一方、移動電極１７、５２、５４、５６で測定される電圧は、原点
に対して移動電極１７、５２、５４、５６の位置を表わすために使用され得る。極座標系
、球面座標系、および円柱極座標系のような他の座標系も考えられるが、いくつかの実施
形態では、座標系は、三次元（ｘ，ｙ，ｚ）デカルト座標系である。
【００３９】
　前述の議論から明らかであるように、心臓内の電極の位置を決定するために使用される
データは、表面電極対が心臓に電界を加える間に、測定される。電極データはまた、その
全体が参照により本明細書に組み込まれている米国特許第７，２６３，３９７号に記載さ
れているように、電極位置の未加工の位置データを改善するために使用される呼吸補正値
を作成するためにも使用され得る。電極データはまた、例えば、その全体が参照により本
明細書に組み込まれている米国特許第７，８８５，７０７号において記載されているよう
に、患者の身体のインピーダンスにおける変化を補うためにも使用され得る。
【００４０】
　一つの代表的な実施形態では、システム８は、まず表面電極の１組を選択し、それから
電流パルスでそれらを駆動する。電流パルスが送達されている間に、少なくとも一つの残
りの表面電極と生体内電極で測定される電圧のような電気的活動が、測定され、記憶され
る。呼吸、及び／又は、インピーダンスの変化のようなアーティファクトの補正は、上記
のように実行され得る。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、システム８は、上記のように電界を生成するＳｔ．Ｊｕｄｅ
　Ｍｅｄｉｃａｌ，Ｉｎｃ．のＥｎＳｉｔｅ（登録商標）Ｖｅｌｏｃｉｔｙ（登録商標）
心臓のマッピングおよび可視化システム、又は、電界に依存する他のそのようなシステム
である。しかしながら、例えば、電界ではなく磁界を利用する、Ｂｉｏ　Ｗｅｂｓｔｅｒ
，Ｉｎｃ．のＣＡＲＴＯの操作及び位置システム、Ｎｏｒｔｈｅｒｎ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｉｎｃ．のＡＵＲＯＲＡ（登録商標）システム、または、ＳｔｅｒｏｔａｘｉｓのＮＩＯ
ＢＥ（登録商標）Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍを含む他のシ
ステムが、本教示と関連して使用されてもよい。以下の特許（そのすべてが、参照により
その全体が本明細書に組み込まれている）、即ち、米国特許第６，９９０，３７０号、第
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６，９７８，１６８号、第６，９４７，７８５号、第６，９３９，３０９号、第６，７２
８，５６２号、第６，６４０，１１９号、第５，９８３，１２６号、および第５，６９７
，３７７号、において記載される位置特定およびマッピングシステムもまた、本発明とと
もに使用されてもよい。
【００４２】
　図３は、電気生理学マップを作成するために実行され得る代表的なステップのフローチ
ャートである。有利には、本明細書で開示される電気生理学マップは、位置によって（例
えば、心臓の表面上の位置によって）複数の変数（例えば、複数の心臓電気生理学的特性
）を描写できる。いくつかの実施形態では、フローチャートは、電気生理学マップを生成
するために、図１のコンピュータ２０（例えば、１つ又は複数のプロセッサ２８）によっ
て実行可能ないくつかの例示のステップを示してもよい。以下で説明される代表的なステ
ップは、ハードウェアで実施されるか、又はソフトウェアで実施されるかのいずれかであ
ることは理解されるべきである。説明のために、「信号プロセッサ」という用語が、本教
示のハードウェアとソフトウェアの両方に基づく実施を記載するために本明細書では使用
される。
【００４３】
　ブロック３０２では、解剖学的領域（例えば、心腔）に関連する形状情報を取得する。
取得された形状情報は、解剖学的領域内の複数の点に対する位置情報（例えば、直交座標
）を含む。
【００４４】
　形状は、多くの方法で取得することができ、その多くは、当業者によく知られている。
例えば、ある態様において、システム８は、解剖学的領域の形状を規定する複数の位置ポ
イントを収集するために用いられ、その後、その複数の位置ポイントを、解剖学的領域モ
デルを作成するために用いることができる。他の態様において、磁気共鳴画像法（「ＭＲ
Ｉ」）、コンピュータ断層撮影法（「ＣＴ」）、ポジトロン放出断層撮影法（「ＰＥＴ」
）、超音波画像診断、単光子放出コンピュータ断層撮影法（「ＳＰＥＣＴ」）等のような
外部の画像診断法が用いられる。複数の形状を複数の画像診断法から取得してよいことも
考慮されたい。複数の形状が取得される場合には、例えば、本明細書に完全に説明されて
いるものとして参照により組み込まれている２００７年３月９日出願の米国出願第１１／
７１５，９２３号、及び／又は２０１１年４月１４日出願の米国出願第１３／０８７，２
０３号に開示されるように、複数の形状を共通の座標系に結合する、又は記録することが
できる。
【００４５】
　さらに、形状情報は、時間的に変化してもよい。例えば、心臓の形状は、心臓の拍動と
共に経時変化する。したがって、たった一時点（例えば、最大の心臓収縮又は最大の心臓
拡張）におけるただ１つの形状を取得するよりもむしろ、例えば、ＭＲＩシステム又はＣ
Ｔシステムによって撮影される体積画像から複数のフェーズを分割することによって、複
数の時間的に変化する形状を撮影してよい。これらの時間的に変化する形状は、解剖学的
領域の動画形状モデルを作成するために用いることができる。
【００４６】
　ブロック３０４では、解剖学的領域に関連する電気生理学情報が取得される。電気生理
学情報は、解剖学的領域の複数の電気生理学的特徴を含む。ブロック３０２において形状
情報を取得する多くの方法があるのと同じように、ブロック３０４において電気生理学情
報を取得する多くの方法もある。例えば、システム８（例えば、カテーテル１３の電極１
７、５２、５４及び５６）を、患者の心臓１０の表面の電気的活動を測定するために使用
することができる。電気生理学情報もまた、時間的に変化してもよい。
【００４７】
　ブロック３０６では、ブロック３０２において取得した形状情報が、ブロック３０４に
おいて取得した電気生理学情報と関連付けられる。例えば、電極１７、５２、５４、５６
によって行われた電気生理学測定を、その測定が行われた時のカテーテル１３の位置と関
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連付けることができる。他の例としては、ＣＴモデルがシステム８の座標フレームに記録
された後に、電気生理学測定をそのＣＴモデル内の位置と関連付けることができる。これ
により、解剖学的マップの生成（及び操作）に使用するために、例えば、コンピュータシ
ステム２０のメモリに記憶され得る複数の電気生理学的データポイントが生成される。
【００４８】
　上述したように、通常の技術者であれば、多数の電気生理学マップに精通している。例
えば、本明細書に完全に説明されているものとして参照により組み込まれている２０１４
年１０月１５日に出願された米国仮出願第６２／０６３，９８７号に開示されているよう
に、伝導速度及び／又は一致指数のマップは、いずれも電気生理学マップである。他の電
気生理学マップは、コンプレックス細分化電位図（「ＣＦＥ」）マップ（例えば、周期長
の平均及び周期長の標準偏差のマップ）、分別指数マップ、最大振幅電圧マップ、遅延マ
ップ（例えば、Ｌａｔｅ－Ｐ及びＬａｔｅ－Ａ）、局所的活性時間（「ＬＡＴ」）マップ
、及び電位図（「ＥＧＭ」）鮮鋭度マップを含むが、これに限定されない。
【００４９】
　電気生理学マップごとに、１つの電気生理学的特徴を示すことが知られている。しかし
ながら、電気生理学的研究中の施術者の関心であろう電気生理学的特徴の増加に伴って、
１マップあたり１特徴のアプローチは、厄介なものとなり得る。
【００５０】
　同様に、電気生理学マップ上に、電気生理学的特徴の値の全範囲を表示すること（例え
ば、解剖学的領域内で測定された最低値から解剖学的領域内で測定された最高値までの最
大振幅電圧を表示すること）が知られている。これにより、相対的に広範囲にわたって、
表示スケール（例えば、カラースケール、モノクロスケール、又は他のグラフィック表現
法）を展開させる必要がある。しかしながら、施術者は、電気生理学的特徴の値のより狭
い範囲にのみ関心があるであろう。例えば、本明細書に完全に説明されているものとして
参照により組み込まれている２０１４年１０月１日に出願された米国特許出願第１４／５
０４，１７４号には、遅延属性に対する表示スケールの使用において、上限と下限の使用
が記載されている。
【００５１】
　本開示の態様によると、複数の電気生理学的特徴を１つの電気生理学マップに表示する
ことができる。本開示の他の態様によると、ユーザは、電気生理学的特徴の表示において
、その電気生理学的特徴の値の特定の範囲のみが表示されるように、種々な（例えば、高
域、低域、帯域通過、帯域阻止）フィルタを設定することができる。
【００５２】
　したがって、ステップ３０８ａ、３１０ａではそれぞれ、ユーザは、電気生理学マップ
に表示する第１の電気生理学的特徴（例えば、周期長の平均）を選択することができ、そ
れに対応する第１のフィルタ基準を設定することができる。例えば、ユーザは、ＣＦＥの
周期長の平均に対して、約１１０ｍｓから約２９０ｍｓの帯域通過フィルタを適用するこ
とを選択できる。
【００５３】
　同様に、ステップ３０８ｂ、３１０ｂではそれぞれ、ユーザは、電気生理学マップに表
示する第２の電気生理学的特徴（例えば、周期長の標準偏差）を選択することができ、そ
れに対応する第２のフィルタ基準を設定することができる。例えば、ユーザは、ＣＦＥの
周期長の標準偏差に対して、約１ｍｓから３０ｍｓの帯域通過フィルタを適用することを
選択できる。
【００５４】
　選択されたフィルタは、ブロック３１２において、複数のＥＰデータポイントに適用さ
れる。ある態様において、フィルタの出力は、ブロック３１０ａ、３１０ｂで設定された
フィルタリング基準の両方を満たす複数のＥＰデータポイントのサブセットである。すな
わち、フィルタを、ブールＡＮＤ（Ｂｏｏｌｅａｎ　ＡＮＤ）を用いて複数のＥＰデータ
ポイントに適用することができる。他の態様において、フィルタの出力は、ブロック３１
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０ａ、３１０ｂで設定されたフィルタリング基準のいずれかを満たす複数のＥＰデータポ
イントのサブセットである。すなわち、フィルタを、ブールＯＲ（Ｂｏｏｌｅａｎ　ＯＲ
）を用いて複数のＥＰデータポイントに適用することができる。フィルタの適用が、２つ
のサブセット、つまりブロック３１０ａの第１のフィルタリング基準を満足する第１のサ
ブセットと、ブロック３１０ｂの第２のフィルタリング基準を満足する第２のサブセット
、を生じさせ得ることも考慮される。
【００５５】
　ブロック３１４において、電気生理学マップが表示される。電気生理学マップは、ブロ
ック３１２において第１及び第２のフィルタの適用から生じた複数のＥＰデータポイント
のサブセットのグラフィック表示である。したがって、例えば、取得した形状（又は、複
数の形状）を、（例えば、当業者によく知られた技術を使用して）図で表示することがで
き、フィルタリング後の電気生理学的特徴のマップをその上に重ね合せることができる。
【００５６】
　図４ａ～図４ｄ、及び図５ａ～図５ｃは、上述の教示を示す。図４ａは、フィルタが適
用されていない従来の周期長の平均のマップであり、一方、図４ｂは、図４ａのマップに
１７０ｍｓ～２５０ｍｓの通過帯域を有する帯域通過フィルタを適用している。同様に、
図４ｃは、フィルタが適用されていない従来の周期長の標準偏差のマップであり、一方、
図４ｄは、図４ｃのマップに１ｍｓ～４０ｍｓの通過帯域を有する帯域通過フィルタを適
用している。
【００５７】
　一方で図４ａ及び図４ｃを、他方で図４ｂ及び図４ｂと比較することによって分かるよ
うに、図４ｂ及び図４ｄでは、関心のある値を有する領域のみがマッピングされる。した
がって、カラースケールの値の同じ範囲が、図４ａ及び図４ｃより、図４ｂ及び図４ｄに
おいて狭い数値範囲で適用され、図４ａ及び図４ｃに対して図４ｂ及び図４ｄではより絞
り込まれた表示が可能となる（すなわち、図４ａ及び図４ｃと比べて図４ｂ及び図４ｄで
は、描写された電気生理学的特徴のよりわずかな変化を描写することができる）。
【００５８】
　次に図５ａ～図５ｃを参照して、施術者が、速くかつ規則的な活性を示す心臓組織の領
域の特定に関心があると仮定する。そのような領域は、例えば、１５０ｍｓ～２５０ｍｓ
の間の周期長の平均と、１ｍｓ～３０ｍｓの間の周期長の標準偏差との両方を示す領域と
して規定することができる。したがって、図５ａは、両方の基準を満たすＥＰデータポイ
ント（すなわち、１５０ｍｓ～２５０ｍｓの間の周期長の平均と、１ｍｓ～３０ｍｓの間
の周期長の標準偏差とを有するＥＰデータポイント）のみを図示する例示的な電気生理学
マップである。そのような表示の利点は、図４ａ～図４ｄについて上記で検討したものと
同様である。具体的には、図５ｂは、図５ａのマップに含まれるＥＰデータポイント（す
なわち、施術者が関心のある電気生理学的特徴を示すＥＰデータポイント）の種類を示す
一方、図５ｃは、図５ｃのマップから排除されたＥＰデータポイント（すなわち、施術者
が関心のある電気生理学的特徴を示さないＥＰデータポイント）の種類を示す。
【００５９】
　図４ａ～図４ｄ、及び図５ａ～図５ｃは、本教示の例示にすぎないことを理解されたい
。他の実施態様において、ユーザは以下の電気生理学的特徴、及び関連するフィルタを選
択してもよい。
　・心房細動の永続化の重大な基質であるため、心房細動治療の望ましいアブレーション
対象であり得る高分画の領域を識別するために、高域フィルタ及び分別指数マップを使用
する（図６ａと図６ｂの比較）。
　・低い最大振幅電圧を有する領域を識別するために、低域フィルタ及び最大振幅電圧マ
ップを使用する。低電圧の領域は、不整脈維持の基質として働き得る線維症又は瘢痕を示
すことができる。
　・異所性焦点を示す可能性がある高鮮鋭度の領域を識別するために、高域フィルタ及び
電位図鮮鋭度マップを使用する。
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　・伝搬する活性波面の方向が高度に一致する領域を識別するために、高域フィルタ及び
伝導速度一致指数のマップを使用する。これにより、心房性不整脈において、波面円周を
強調することができる。
　・伝導を遅延させる領域を識別するために、低域フィルタ及び伝導速度マップを使用す
る。なぜなら、伝導の遅延は、リエントリー回路を維持する顕著な特徴であり、そのよう
なマップによって識別される領域を、心室頻拍（「ＶＴ」）の治療において、アブレーシ
ョン療法の対象にすることができるためである（図７ａと図７ｂの比較）。
【００６０】
　もちろん、この実施態様のリストでさえ、完全には網羅されておらず、当業者は、本教
示をさらなる電気生理学マップや電気生理学マップの組み合わせにどのように拡張するか
を容易に理解するであろう。
【００６１】
　同様に、本明細書で検討される電気生理学マップの種々の組み合わせを示すために、種
々の表現法を用いることができる。例えば、フルカラースケールとモノクロスケール（例
えば、グレースケール、ブラウンスケール）の種々の組み合わせを、電気生理学マップの
表示に用いることができる。種々の図像もまた、用いることができる。例えば、図８ａ（
フィルタリングされていない）及び図８ｂ（一致指数の高域フィルタリングがされている
）は、活性の方向（矢印の方向）、局所伝導速度（矢印の長さ）、及び一致指数（矢印の
幅）を描写する矢印の使用を示す。他の実施態様では、伝導速度を示すために、矢印の代
わりに、目が詰まったジグザグであるほどより遅い伝導速度を反映するジグザグ線を用い
てもよい。電気生理学マップを表すさらに他の方法は、本明細書に完全に説明されている
ものとして参照により組み込まれている２０１４年２月７日に出願された米国仮出願第６
１／９３５，９５４号に開示される。
【００６２】
　複数の異なる電気生理学的特徴が、１つの電気生理学マップ上に表示される場合、ユー
ザは、種々の特徴に優先順位を割り当てることができる。特徴が優先順位付けされると、
重複するあらゆる領域を、特徴の相対的な優先度に応じて、優先度がより高い特徴を優先
度のより低い特徴に対して優先的に表示することができる。言い方を変えると、特定のＥ
Ｐデータポイントが、ユーザが指定するフィルタを満足する複数の電気生理学的特徴のデ
ータを含む場合、そのＥＰデータポイントは最も優先度の高い電気生理学的特徴で表示さ
れる。
【００６３】
　例えば、図９ａは、周期長の平均及び標準偏差に対して帯域通過フィルタリングされた
ＥＰデータポイントのマップを描写するという点において、図５ａと同様である。図９ｂ
では、低域フィルタリングされた最大振幅マップが、より高い優先度を有するものとして
、図９ａのマップに追加されている。したがって、２つのマップが重なる場合（すなわち
、ＥＰデータポイントが周期長フィルタと最大振幅フィルタの両方を満足する場合）、周
期長マップの代わりに、最大振幅マップが描かれる（領域９００参照）。
【００６４】
　図１０は、他の例示的な優先順位付けされた電気生理学マップである。図１０のマップ
は、上述したように、低域フィルタリングされた最大振幅マップを優先度が最も高いもの
とし、高域フィルタリングされた分別指数マップを次に優先度が高いものとし、帯域通過
フィルタリングされた周期長の平均及び標準偏差のマップを最も優先度が低いものとして
含む。図１０はまた、一致指数に対して高域フィルタリングされた伝導速度の矢印と、高
域フィルタリングされた鮮鋭度データを使用して認識されるような局所的活動を示す星形
のアイコンとを含む。
【００６５】
　本発明のいくつかの実施形態は、ある程度詳細に上記に記載したが、当業者は、本発明
の精神又は範囲から逸脱することなく、開示された実施形態に多数の変更を加えることが
できる。
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【００６６】
　例えば、本明細書に開示される電気生理学マップは、２つの特徴を有する（同様に、２
つのフィルタを有する）マップとの関連で記載されていたが、通常の技術者は、本教示を
、ｎが１より大きい整数である、ｎ個の特徴を有するあらゆるマップ、及び／又はｎ個の
フィルタを有するあらゆるマップにどのように拡張するかを理解するであろう。
【００６７】
　別の例としては、上述したいくつかのフィルタリング方法は、ブールＡＮＤ及びブール
ＯＲを用いて適用されるが、本教示を、特徴間の他の関係（例えば、フィルタリングされ
た特徴１とそうでないもの（ＡＮＤ　ＮＯＴ）（フィルタリングされた特徴２又は（ＯＲ
）フィルタリングされた特徴３））に適用することができる。
【００６８】
　方向に関する全ての言及（例えば、上部、下部、上方、下方、左、右、左方、右方、頂
部、底部、上、下、垂直、水平、時計回り、および反時計回り）は、読者が本発明を理解
するのを支援するための識別のためのものにすぎず、特に本開示について位置、向き、ま
たは使用を限定するものではない。結合に関する言及（例えば、取り付けられる、結合さ
れる、接続される、など）は、広く解釈されるべきであり、要素の接続間の中間部材、お
よび要素間の相対的な動きを含んでもよい。したがって、結合に関する言及は必ずしも、
２つの要素が直接接続されており、互いに対して固定された関係にあることを暗示するも
のではない。
【００６９】
　上記の記載に含まれた、または添付の図面に示された全ての事項が、単なる例示として
解釈され、限定として解釈されないものであることが意図されている。細部または構造の
変更は、添付の請求の範囲で定義された本発明の趣旨から逸脱することなく行ってもよい
。
　下記の各項目に記載された発明は、本明細書によって開示されるものであって、国際出
願時の請求の範囲に記載されたものである。
　[項目１］
　電気生理学マップを生成する方法であって、
　解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域内の複数のポイントに関する位置情報を備え
る形状情報を取得するステップと、
　前記解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域の複数の電気生理学的特徴を備える電気
生理学情報を取得するステップと、
　前記形状情報と前記電気生理学情報を複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイント
として結び付けるステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第１の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第１
の電気生理学的特徴に対する第１のフィルタリング基準を選択するユーザ入力を受け付け
るステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第２の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第２
の電気生理学的特徴に対する第２のフィルタリング基準を選択するユーザ入力を受け付け
るステップと、
　前記第１のフィルタリング基準と前記第２のフィルタリング基準とを前記複数のＥＰデ
ータポイントに適用するステップと、
　前記第１のフィルタリング基準と前記第２のフィルタリング基準との両方を満足する前
記複数のＥＰデータポイントのサブセットを出力するステップと、
　を備える方法。
　[項目２］
　前記第１の電気生理学的特徴は周期長の平均を備え、前記第２の電気生理学的特徴は周
期長の標準偏差を備える、項目１に記載の方法。
　[項目３］
　前記第１のフィルタリング基準は、１１０ｍｓ～２９０ｍｓの通過帯域を有する帯域通
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過フィルタを備え、前記第２のフィルタリング基準は、１ｍｓ～３０ｍｓの通過帯域を有
する帯域通過フィルタを備える、項目２に記載の方法。
　[項目４］
　前記第１の電気生理学的特徴及び前記第１のフィルタリング基準はそれぞれ、分別指標
及び高域フィルタと、最大振幅電圧及び低域フィルタと、電位図の鮮鋭度及び高域フィル
タと、伝導速度の一致指数及び高域フィルタと、伝導速度及び低域フィルタとのうちの１
つを備える、項目１に記載の方法。
　[項目５］
　前記第２の電気生理学的特徴及び前記第２のフィルタリング基準はそれぞれ、分別指標
及び高域フィルタと、最大振幅電圧及び低域フィルタと、電位図の鮮鋭度及び高域フィル
タと、伝導速度の一致指数及び高域フィルタと、伝導速度及び低域フィルタとのうちの１
つを備え、前記第２の電気生理学的特徴及び前記第２のフィルタリング基準は、前記第１
の電気生理学的特徴及び前記第１のフィルタリング基準とはそれぞれ相違する、項目４に
記載の方法。
　[項目６］
　前記複数のＥＰデータポイントの前記サブセットの３次元グラフィック表示を出力する
ステップをさらに備える、項目１に記載の方法。
　[項目７］
　前記第１の電気生理学的特徴及び前記第２の電気生理学的特徴を優先順位付けするユー
ザ入力を受け付けるステップさらに備え、前記複数のＥＰデータポイントの前記サブセッ
トの前記グラフィック表示は、前記第１の電気生理学的特徴及び前記第２の電気生理学的
特徴の優先順位付けに応じて表示される、項目６に記載の方法。
　[項目８］
　電気生理学マップを生成する方法であって、
　解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域内の複数のポイントに関する位置情報を備え
る形状情報を取得するステップと、
　前記解剖学的領域に関連し、前記解剖学的領域の複数の電気生理学的特徴を備える電気
生理学情報を取得するステップと、
　前記形状情報と前記電気生理学情報を複数の電気生理学的（「ＥＰ」）データポイント
として結び付けるステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第１の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第１
の電気生理学的特徴に対する第１のフィルタリング基準と、前記第１の電気生理学的特徴
に対する第１の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第１のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第１のサブ
セットを出力するために、前記第１のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
トに適用するステップと、
　前記複数の電気生理学的特徴から第２の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第２
の電気生理学的特徴に対する第２のフィルタリング基準と、前記第２の電気生理学的特徴
に対する第２の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第２のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第２のサブ
セットを出力するために、前記第２のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
トに適用するステップと、
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１のサブセット及び前記第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステ
ップと、
　を備える方法。
　[項目９］
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記第１の優先度が前記第２の優先度より高い場合に、前記複数のＥＰデータポイント
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記第２のサブセットの前記グラフィック表示に対して優先的に表示するステップと、
　前記第２の優先度が前記第１の優先度より高い場合に、前記複数のＥＰデータポイント
の前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１のサブセットの前記グラフィック表示に対して優先的に表示するステップと、を備
える、項目８に記載の方法。
　[項目１０］
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記複数のデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を、カラー
スケールを用いて表示するステップと、
　前記複数のデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を、モノク
ロスケールを用いて表示するステップと、を備える、項目８に記載の方法。
　[項目１１］
　前記第１の優先度及び前記第２の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前
記第１及び第２のサブセットの３次元グラフィック表示を出力するステップは、
　前記複数のデータポイントの前記第１のサブセットの前記グラフィック表示を、カラー
スケールとモノクロスケールとのうちの１つを用いて表示するステップと、
　前記複数のデータポイントの前記第２のサブセットの前記グラフィック表示を、図像を
用いて表示するステップと、を備える、項目８に記載の方法。
　[項目１２］
　前記複数の電気生理学的特徴から第３の電気生理学的特徴を選択すると共に、前記第３
の電気生理学的特徴に対する第３のフィルタリング基準と、前記第３の電気生理学的特徴
に対する第３の優先度とを選択するユーザ入力を受け付けるステップと、
　前記第３のフィルタリング基準を満足する前記複数のＥＰデータポイントの第３のサブ
セットを出力するために、前記第３のフィルタリング基準を前記複数のＥＰデータポイン
トに適用するステップと、
　前記第３の優先度に応じて、前記複数のＥＰデータポイントの前記第３のサブセットの
３次元グラフィック表示を出力するステップと、をさらに備える、項目８に記載の方法。
　[項目１３］
　前記複数のＥＰデータポイントの前記第１のサブセット、前記第２のサブセット及び前
記第３のサブセットの前記グラフィック表示のうちの１つは、カラースケールで出力され
、前記第１のサブセット、前記第２のサブセット及び前記第３のサブセットの前記グラフ
ィック表示のうちの２つは、モノクロスケールで出力される、項目１２に記載の方法。
　[項目１４］
　電気生理学マップを生成するシステムであって、
　解剖学的領域に関連する形状情報及び電気生理学情報を入力として受け付けると共に、
前記形状情報と前記電気生理学情報を複数の電気生理学的データポイントとして結び付け
るように構成される電気生理学データポイントのプロセッサと、
　ユーザのｎ個の電気生理学的特徴の選択を入力として受け付けるように構成されるフィ
ルタリングプロセッサであって、ｎ個の選択された電気生理学的特徴のそれぞれは、結び
付けられたフィルタリング基準と結び付けられた優先度とを備えており、前記フィルタリ
ング基準を前記ｎ個の選択された電気生理学的特徴のそれぞれに適用するように構成され
るフィルタリングプロセッサと、
　それぞれの優先度に応じて、フィルタリングされたｎ個の選択された電気生理学的特徴
の３次元表示を出力するように構成されるマッピングプロセッサと、
　を備えるシステム。
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